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	スライド 1: 全世代リレーミーティングの開催  第1回　9月2日　伊勢湾から世代も超えて流域を繋ぎながら 　　　　　魚と子どものネットワーク代表　新玉拓也氏 　　　　　地域の未来・志援センター 事務局長　三ツ松由有子氏   第2回　10月21日　ボランティア学生団体とのつながりから考える 　　　　　国際ボランティア学生協会IVUSA　学生リーダー　出水 響氏 　　　　　同　事務局　箭野純貴氏  第3回　11月6日　大学生の環境アクションを活かす＆活かされる 　　　　　信州こどもエコレンジャー MAGES
	スライド 2: 第11回川ごみサミットでは  （これまでの川ごみサミットでは、川ごみ問題に取組む活動現場を共有しつつ、行政側   を含めた回収処理・発生抑制対策の取組や促進に関わるテーマで意見交換）  今回は、 学生や現役世代らが水辺環境保全活動に関わる入口（きっかけ）が違う3つの事例を踏まえて、  　○それぞれの事例における課題や活動の継続・発展に向けた工夫などを共有 　○長い活動経験から得られた知恵？と若い世代なりの多様な手法？の融合 　○「流域総合水管理」「R7環境白書」～国内のあらゆる主体の参画と
	スライド 3: 第1回　伊勢湾から世代も超えて流域を繋ぎながら 　　　　　魚と子どものネットワーク代表　新玉拓也氏 　　　　　地域の未来・志援センター 事務局長　三ツ松由有子氏   【鼎談・意見交換から】 ○違ったスタンスの三世代であっても、相互理解が進めば望ましい連携が可能 　 連携した活動回数を重ねていくことで、相互理解は進む ○世代をつなぐには、 「若者をお客様扱いせず、役割を負ってもらう」視点が大切 ○いろいろな立場、意見を持つ人、世代が異なる人たちが集まって、課題の現場体験　    を共有するこ
	スライド 4
	スライド 5: 第2回　ボランティア学生団体とのつながりから考える 　　　　　国際ボランティア学生協会IVUSA　学生リーダー　出水 響氏 　　　　　同　事務局　箭野純貴氏  【鼎談・意見交換から】 ○「研修→実践(現地活動)→振り返り→研修」のサイクルで個々のレベルアップと組織 　 の底上げを図っている ○活動は2~3ヶ月前から参加学生が自ら準備し成立させる。 ○毎年学生が入れ替わる。卒業学生が日本各地に散らばり、社会問題への意識      を持って地域のリーダーやプレイヤーとして成長していく姿が見られ
	スライド 6
	スライド 7: 第3回　大学生の環境アクションを活かす＆活かされる 　　　　　信州こどもエコレンジャー MAGES　代表　眞嶋美波氏　他 　　　　　岡谷市市民環境部環境課　小口智徳氏  【鼎談・意見交換から】 ○伊勢湾答志島で1泊2日の海洋ごみ調査を実施。活動の狙いは、世代・地域を超え 　 た協働を学ぶこと、上流域に暮らす者の責任を考えること ○若い世代を「お客さん」ではなく「対等な仲間」として活動に参画してもらうことが重要 ○持続的な活動のためには後輩への引き継ぎが重要な課題となっている。活動のや 　 
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